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湾（1916 年）、ハワイ（1926 年）、サハリン（1929 年）
へと、講演と口演童話の会のために巡業して回ったので
す。1917 年から彼が亡くなる1933 年まで、博文館の多
くの子ども向け雑誌の編集長の仕事と引き換えに、彼は年
の半分を上演活動に費やしました。巌谷小波は、その回の
テーマに合った俳句、またはことわざを自分自身で掛け軸
（掛け物）に書いて各上演に組み入れていたのでした。
彼が活動している口演童話の写真には老若男女問わず、
多くの観客が映し出されています。すなわち、彼の人気
は子どもたちからだけではなかったのです。上演は屋内
でも屋外でも肉声で行われていました。
今回の滞在期間中、私は日本の子どもたちの文化的歴
史の一翼を担う巌谷小波の、口演童話に関連する資料の
調査を望んでいました。また、彼の口演活動の場所や日
にちに関する情報収集その他、写真や録音した音声記録
を可能な限り参照したいとも考えていました。
今回の目的は、非文字資料研究センター、日本常民文
化研究所を含む神奈川大学図書館で情報を収集すること
